
お知らせ 

鹿工技ニュース  No.147  (20２4.10)  - 8 - 

■■取組事例報告会を開催します■■

 当センターでは，最近の技術支援等の取組を広

く県民の皆様に広報するため，第６回取組事例報

告会を右記のとおり開催します。 

今回は山佐木材（株）による中大規模建築物で

の CLT 活用法「CLT 制震壁の開発」について報

告を行います。 

事前申込不要ですので，たくさんの方のご参加

をお待ちしております。 

  

            

記 

１ 日時：１１月 11 日（月） １２：３０～１３：００ 

２ 会場：県庁１８階かごゆいテラス 

３ 参加費：無料 

４ 問い合わせ先：工業技術センター企画支援部 

 

 

■■産総研技術セミナーを開催します■■ 

「産総研技術セミナー in 鹿児島」は鹿児島地

域 の企 業 経 営 者 ，技 術 者 ・研 究 者 及 びコーディ

ネーター等へ，産総研の最新の技術シーズを紹介

し，相互の連携と地場産業の活性化を図る場とし

て，下記のとおり開催します。 

今回は有機･高分子材料やバイオものづくりに

関する研究および支援事例を中心に紹介します。 

たくさんの方のご参加をお待ちしております。 

 

記 

１ 日時：１2月13日（金） １4：0０～16:00 

２ 会場：工業技術センター大会議室 

３ 参加費：無料（要事前登録） 

４ 問い合わせ先：工業技術センター食品・化学部 

 

 

5 プログラム 

1) 産総研および機能化学研究部門について  

機能化学研究部門 研究部門長 佐藤浩昭 

2) MPI 有機材料バイオ拠点について      

機能化学研究部門 有機材料診断グループ 

研究グループ長 渡邊宏臣 

3) 材料診断プラットフォームについて     

機能化学研究部門 高分子化学グループ 

研究グループ長 萩原英昭 

4) 事業共創バイオものづくりを推進する微生物

と酵素   

機能化学研究部門 バイオ変換グループ  

研究グループ長 藤井達也 

5) バイオベース化学品の製造，利用技術    

機能化学研究部門 バイオケミカルグループ 

主任研究員 佐藤俊 

 

＜表紙の説明＞ 

 白薩摩焼の特徴的な割付文様を，レーザ加工機を使って型板へ活用し，割付文様が「透かし」となる和

紙を製作しました。和紙は壁掛け時計の文字盤として展開されました。 
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